部局長とＰＴの議論資料　
【事務事業】
	項目名
	ダム建設事業（安威川ダム）

	部局の考え方


	○事業の必要性

・昭和42年北摂豪雨災害(時間雨量48mm,死傷者61名,浸水家屋25000戸)を契機に、河川改修とダム建設を計画し、下流から順次河川改修を実施し、平成19年度末において要改修延長16.8kmのうち15.8kmが改修済。

・100年に一度の大雨(時間雨量80㍉程度)による想定被害（氾濫面積23.6㎢、被害額1兆1600億円）を防ぐため、H20年代半ばに河川改修とダムを完成させることとしている。
○事業の緊急性

・安威川流域では、人口・資産が集積し、JR東海道本線や東海道新幹線などの国土軸が通り、災害が発生した場合の被害が甚大であるため、80㍉程度の大雨への対応に向け、遅滞なく事業の進捗を図る必要がある。
○課題と対応方針
＜課題＞

・PT試案により、H17利水計画変更時の「地元の皆様方との信頼関係を大切にしながらダム事業を着実に推進してまいる」との知事の地元約束が履行できない。（40年間の地元との信頼関係が崩れる）
①代替地への移転が完了し、生活再建に必要な付替道路の供用開始がH22上半期⇒H23末と遅れる見込み。【生活再建対策の遅れ】
②残土処分地の整備ができず、H23年度以降の残土受入れが困難となり、残土処分終了後の圃場整備事業が2年程度遅れる見込み。【生活再建対策の遅れ】
③H21ダム本体着工が遅れ、ダム完成が3年程度遅れる見込み。【治水対策の完成時期の遅れ】
＜対応＞

・代替地への移転を余儀なくされた方々等の生活再建対策に必要な事業費を確保するとともに、治水対策を遅滞なく進めるため、H21年度に本体着工（転流工）を行いたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：億円）
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